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新年度の4月からも「買
い物支援バス」の運行を
予定しています。
どうぞご利用ください。
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岩沢地域振興協議会・岩沢分館

編集 石曽根 徹(地域づくり支援員)

先日行った小千谷市からのアンケートにつ

いて、岩沢の「コミュニティバスの運行範囲

や利用法などの情報がわかること」という項

目が利用するための条件として上位にあげら

れましたので、改めてコミュニティバスに関

する運行規定をお知らせします。参考にして

いただきたいと思います。

・コミュニティバスの運行は「岩沢コミュニ

ティバス運営委員会」によって行われ、岩沢

地域振興会役員と兼任となっています。

・コミュニティバスを利用できる者は、岩沢

地域の生活交通空白地域(岩山、池ノ又、田

代、小土山、外之沢)に住所を有する者に限

ると規定されています。また、この場合管理

協力金として外之沢・小土山からは300円、田代

からは250円、岩山・池ノ又からは200円(片道)を

徴収するとされています。

・バスを利用する者は、月毎にコミュニティバス

利用申込書を運営委員会に提出するものとすると

も規定されています

・市ノ口、山谷、桂町内からバス停までの接続運

行や買い物支援バスは、福祉会が地域コミュニテ

ィ活動のために行っている事業です。

・デイホームや健康教室、その他は間合い利用と

して利用が認められています。
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